
浜松啓陽高校

もう一つの学校生活

生
徒
会
活
動
に
達
成
感

商
業
っ
て

オ
モ
シ
ロ
い

通
学
路
清
掃

全
校
生
徒
で

チ
ー
ム
連
携
の
妙

県
総
体
５
位

努
力
の
結
果

自らを磨き 社会照らすように

資格取得 成長を実感

まず ビジネス基礎を

文化祭で学ぶ 商い

改善重ねて 商品開発

                     

東名高速

257

362

152

391

都田
総合公園 サンストリート

浜北

浜松医科大

浜松啓陽高校
浜松環状線
浜松工業高

◆学校の歩み◆

                     

                                          

学
校
の
特
色
や
良
い
と
こ
ろ
が
伝

わ
る
よ
う
に
記
事
を
集
め
ま
し
た

資
格
や
検
定
の
魅
力
を
語
る
（
左
か
ら
）
谷

口
朔
崇
さ
ん
、
河
合
康
太
さ
ん
、
松
本
将
明

さ
ん
、
青
嶋
風
花
さ
ん
、
村
松
真
穂
呂
さ
ん

生
徒
特
別
座
談
会

文
化
祭
の
中
心
に
な
っ
た
生
徒
会

年
１
回
、
全
校
生
徒
で
清
掃

を
す
る
都
田
テ
ク
ノ
ロ
ー
ド

在
学
中
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎

か
ら
専
門
知
識
ま
で
を
学
ぶ

県
大
会
で
の
勝
利
を
目
指

す
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

県
高
校
総
体
で
団
体
５
位

の
成
績
を
残
し
た
卓
球
部

浜
松
啓
陽
高
＝
浜
松
市
北

区
で
（
ド
ロ
ー
ン
か
ら
）

環
境
美
化
委
員
長

三
年

伊
藤
琉
実

浜
松
市
の
「
道
路
河
川
里
親
制
度
」
に
よ
り
、

都
田
テ
ク
ノ
ロ
ー
ド
の
里
親
と
な
っ
て
十
一
年
に

な
り
ま
す
。
啓
陽
生
の
通
学
路
「
都
田
テ
ク
ノ
ロ

ー
ド
」
の
約
四
㌔
と
い
う
長
い
区
間
を
、
年
一

回
、
全
校
生
徒
約
六
百
人
で
清
掃
し
ま
す
。
郷
土

に
感
謝
し
、
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
就
職
を

希
望
す
る
生
徒
が
多
い
啓
陽
高
校
で
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
必
要
な
「
美
化
活
動
」
を
大
切
に
し
て
い

て
、
毎
日
十
五
分
、
校
内
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

３年 川坂知沙

商品開発の授業では、実際に商品を作

ります。コンセプトを決め、ターゲット

を絞ります。話し合いや工夫を重ねてい

くと、考える面白さを感じます。いろい

ろな角度でものを見ると問題点が見えて

きて、それを改善していく力が付きま

す。外部の方とも関わることがあるの

で、言葉遣いや社会力も学べます。世の

中には、たくさんのモノがあふれていま

す。どれもいろいろな人の工夫や努力が

あると改めて感じています。

２年 天野菜月

商業科を選んだのは、将来の仕事に直

接役立つ授業や体験ができると思ったか

らです。簿記、原価計算などの経営に関

すること、情報処理やビジネス文書の書

類作成に役立つものなど、仕事をするの

に知っておかなければならないことが勉

強できます。文化祭では、クラスで店を

開き、商品の仕入れ、販売、広告など、

楽しい経験ができます。

１年 前門利音

１年では、ビジネス基礎、簿記、情報

処理を学びます。普段の授業が資格勉強

にもつながっていて、いろいろな資格に

挑戦します。検定試験が目に見える目標

になって、モチベーションが上がりま

す。また、商業の学習は、「高校ゼロス

タート」です。私は、情報処理のエクセ

ル操作が楽しくて、プログラミングを学

び、将来はエンジニアになりたいと思っ

ています。

商業科では、社会生活に必要なビジネス活動の基礎から、

高校卒業後の進路先で役立つ専門的な知識や技術が学べま

す。マーケティング、マネジメント、会計、ビジネス情報の

４分野。基礎から総合的なことまで幅広く扱います。普通科

目と商業科目を６対４の割合で学びます。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

三
年

内
山
隼
弥

目
標
は
、
県
大
会
で
勝
つ
こ
と
。

達
成
に
は
高
い
技
術
と
メ
ン
タ
ル
の

強
さ
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
そ
れ

を
意
識
し
、
相
手
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

練
習
が
必
要
で
す
。
自
慢
は
学
校
一

の
練
習
量
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
自

分
の
役
割
を
知
っ
て
、
連
携
を
考
え

て
動
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
瞬
時
の

判
断
と
「
連
携
」
が
面
白
さ
で
す
。

人
間
性
や
協
調
性
な
ど
も
学
ん
で

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
社
会
人
に
求
め

ら
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
来
春

は
社
会
人
で
す
。
部
活
動
で
得
た
考

え
る
力
、
判
断
す
る
力
、
ま
た
チ
ー

ム
で
働
く
力
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

青嶋甲子雄 校長

本校は、商業科の専門高等

学校です。校訓は「誠実・忍
けん さん

耐・研鑽」。平成�年、浜松

啓陽高等学校となり、令和６

年には学園創立１００周年を迎えます。

　校名の「啓陽」には、「人の道を教え、

諭す。学びをもって社会を照らす」という

意味の他、学校を迎え入れてくださった地

域の方々への感謝の気持ちが込められてい
まん もう

ます。校地は、満蒙開拓の時代にあった方

々が、戦後、入植され、「満州の大地に沈

む太陽」の様を、この三方原の地に思い出

ひら

されながらご労苦を重ねて拓かれた所と聞

きます。そうした方々への感謝の気持ちを

忘れまいと「陽」を添えました。

教育目標の第一は、「地域産業に貢献で

きる人材育成」です。穏やかで落ち着いた

校風。素直、真面目であいさつが良い自慢

の生徒。「商業」に関する資格取得をはじ

め、行事や部活動によってバランスよく学

ぶ中で自分の持ち味を知り、「仕事」で生

かせる力の習得を目指しています。近年

は、卒業後の進路も多様になり、そのいず

れにも懇切丁寧に応える学校でありたいと

思っております。

大正１３年　荻原閑、浜松市下池川町に会

計事務員養成所開校

昭和２年　浜松簿記学校と改称

　　２０年　戦災で校舎焼失

　　２１年　浜松市中沢町に移転、校舎再

建

　　２２年　浜松経理学校と改称

　　５３年　浜松経理専門学校と改称

　　５４年　九州商業高等学校と技能連携

平成９年　浜松市北区三幸町に移転

　　１８年　浜松啓陽高等学校開校

　　２７年　高校創立１０周年記念式典挙行

令和６年　学園創立１００周年式典（予定）

生
徒
会
活
動

二
年

村
松
真
穂
呂

二
年
生
の
時
に
生
徒
会
に
入
り
、
後
期
か

ら
は
生
徒
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
収
集
、
昼
の
放
送
な
ど
を
す
る
中

で
、
一
番
力
を
入
れ
た
の
は
松
風
祭
（
文
化

祭
）
で
す
。
生
徒
会
で
は
、
ム
ー
ビ
ー
制

作
、
正
門
の
装
飾
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
同
時
進
行

で
、
夜
ま
で
準
備
し
ま
し
た
。
や
り
終
え
た

達
成
感
は
想
像
以
上
で
、
昨
年
ま
で
コ
ロ
ナ

感
染
で
で
き
な
か
っ
た
生
徒
会
行
事
で
し
た

が
、
今
年
は
テ
ー
マ
の
と
お
り
思
い
っ
き
り

「
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
」
し
ま
し
た
。

卓
球
部

三
年

久
野
渚
羽

県
総
体
団
体
五
位
で
し
た
。
苦
手
な
練
習
も
嫌

が
ら
ず
に
し
て
き
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卓
球
は
、
努
力
の
結
果
が
出
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
動
く
範
囲
が
狭
い
の
で
、
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
思
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
勝
つ
に
は
体
力
が
必
要

で
す
。

顧
問
の
先
生
は
、
一
切
手
を
抜
か
な
い
厳
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
面
白
い
と
こ
ろ
も
あ
っ

て
、
誠
実
に
行
動
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

来
年
、
私
は
就
職
で
す
。
卓
球
も
続
け
、
先
輩

方
の
レ
ベ
ル
に
追
い
つ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
は
、
二
百
六
十

九
人
が
一
級
相
当
の
資
格
や
検

定
に
合
格
し
ま
し
た
。
学
ん
だ

知
識
、
技
術
は
検
定
試
験
で
そ

の
実
力
が
測
れ
ま
す
。
上
級
合

格
者
に
そ
の
魅
力
を
尋
ね
ま
し

た
。
（
聞
き
手
・村
松
真
穂
呂
）

―
「
資
格
」
の
魅
力
は
？

青
嶋
風
花

新
し
い
知
識
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
こ
ろ
で

す
ね
。

松
本
将
明

知
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
、
ま
た
次
の
疑
問

が
出
て
、
ま
た
勉
強
し
て
新
し

い
知
識
を
得
る
。
そ
の
繰
り
返

し
が
楽
し
い
。

河
合
康
太

合
格
証
書
で
自
分

の
力
が
目
に
見
え
る
形
で
残
る

と
こ
ろ
で
す
。
た
く
さ
ん
あ
る

と
頭
が
良
さ
そ
う
に
見
え
る
し

（
笑
）

谷
口
朔
崇
　
ゲ
ー
ム
に
似
て
い

ま
す
！
　
た
く
さ
ん
勉
強
し
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
。
ク
リ
ア

す
る
け
ど
、
ま
た
次
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
が
。
達
成
感
が
あ
る
。

―
達
成
感
の
他
に
は
？

谷
口

高
校
で
初
め
て
、
勉
強

っ
て
楽
し
い
な
！
と
思
っ
た
の

は
、
検
定
の
お
か
げ
。
成
長
が

実
感
で
き
た
。
こ
の
感
覚
を
得

た
の
は
大
き
か
っ
た
。

河
合

ニ
ュ
ー
ス
に
検
定
勉
強

で
学
ん
だ
言
葉
が
出
て
く
る
こ

と
が
あ
っ
て
、
内
容
が
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
知
識
が

身
に
付
い
て
い
る
な
と
実
感
で

き
ま
し
た
。

松
本

知
識
は
得
た
け
ど
、
忘

れ
て
し
ま
う
の
が
残
念
で
…
。

粘
り
強
く
学
習
し
た
い
で
す
。

青
嶋

仲
間
と
教
え
合
い
な
が

ら
一
緒
に
頑
張
る
の
で
、
友
人

と
の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
！

谷
口

模
範
解
答
だ
ね
（
笑
）

―
次
は
ど
ん
な
資
格
に
挑
戦
？

松
本

国
家
資
格
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
で

す
。

青
嶋

大
学
進
学
を
し
て
、
日

商
簿
記
に
挑
戦
。
情
報
関
連

も
、
直
近
だ
と
全
商
英
語
検
定

一
級
を
受
け
ま
す
。

河
合

国
家
資
格
の
基
本
情
報

と
全
商
情
報
処
理
検
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
一
級
で
す
。
そ
れ

に
合
格
す
る
と
五
冠
に
。

青
嶋

二
月
の
商
業
経
済
検
定

が
取
れ
れ
ば
六
冠
で
す
。

谷
口

最
強
だ
ね
（
笑
）
。
私

は
、
日
商
簿
記
一
級
。
簿
記
の

沼
に
ど
っ
ぷ
り
ハ
マ
っ
て
い
る

（
笑
）

―
勉
強
で
困
っ
た
こ
と
は
？

谷
口
　
一
月
、
三
週
連
続
の
検

定
は
キ
ツ
イ
。
一
週
間
ご
と
に

内
容
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
し
、

準
備
期
間
も
短
い
し
。
計
画
的

に
勉
強
す
る
こ
と
だ
ね
。

青
嶋

困
っ
た
こ
と
だ
ら
け
で

（
笑
）
、
反
復
練
習
と
根
性
で

乗
り
越
え
ま
し
た
。

―
将
来
の
目
標
、
仕
事
は
？

谷
口

税
理
士
で
す
。
お
金
の

流
れ
は
血
液
と
同
じ
。
そ
れ
を

正
し
て
、
健
全
な
会
社
経
営
の

助
け
に
な
り
た
い
で
す
。

河
合

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
す
。

ま
だ
ま
だ
ス
キ
ル
が
足
り
な
い

の
で
、
進
学
先
で
も
力
を
伸
ば

し
て
い
き
た
い
で
す
。

松
本
　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

好
き
な
の
で
、
人
が
安
心
・
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
情
報
社

会
を
支
え
て
い
き
た
い
。

青
嶋
　
具
体
的
な
夢
は
決
ま
っ

て
い
な
い
の
で
、
大
学
で
見
つ

け
た
い
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
興
味
が
あ
る
の
で
、
憧
れ
は

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ッ
カ
ー
か
な
（笑
）

【
令
和
３
、
４
年
度
難
関
資
格
な
ど
合
格
状
況
の
一
部
】

（
）
は
合
格
時
の
学
年

　
▽
応
用
情
報
技
術
者
試
験
、
基
本
情
報
技
術
者
試
験
　
松
本
将

明
（
２
年
）
▽
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
試
験
　
松
本

将
明
（１
年
）河
合
康
太
（２
年
）
▽
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
　
町
田

瑞
月
（１
年
）佐
藤
奏
（同
）島
海
（２
年
）青
木
雄
一
郎
（
同
）
松
尾

歩
美
（
３
年
）
増
井
健
志
（
同
）
山
口
拓
海
（
同
）
▽
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
／
エ
ク
セ
ル
２
０
１
９
　

松
本
将
明
（
１
年
）
五
十
嵐
奏
美
（
３
年
）
▽
全
国
商
業
高
校
協

会
の
検
定
１
級
５
種
目
　
松
尾
歩
美
、
山
口
拓
海
、
藤
田
七
海
、

西
村
菜
々
子
、
鳥
居
丈
晃
、
千
葉
裕
一
郎
（
以
上
３
年
）
▽
日
本

情
報
処
理
検
定
協
会
の
検
定
１
級
６
種
目
　
鈴
木
健
太
（
３
年
）

▽住　所　浜松市北区

　　 　　三幸町４２１

▽生徒数　５８７人

▽題　字　高柳友梨さん

　　　　　（２年）


